
歩けばまちが好きになる。
知ればもっと好きになる。

　3年前に2人でスタートした女子サッカーサークル。男
子との合同練習やフットサルの大会に出場するなど、少
人数ながらも活動を続けてきました。
　今年4月、実績のある菅野監督を迎え、本学の強化指
定運動部となりました。とはいえ部員は少ないままで、
単独チームでの公式戦出場は諦めていました。そんな中、
山形大学との合同チームで全国大会の東北予選に出場し
て準優勝を果たし、12月に行われる全国大会への切符
を手にしました。
　私はゴールキーパーとして「失点を抑えること」を目
標に予選に臨みましたが、強豪校相手に8失点し、力不
足を痛感しました。全国大会は
さらに厳しい試合になります
が、チームメイトとコミュニケ
ーションを取り、初戦突破を目
指して全力を尽くします。

 

「
ロ
ト
６
」
と
は
、
異
な
る
６
個

の
数
字
を
選
ん
で
購
入
す
る
数
字

選
択
式
宝
く
じ
で
す
。
１
年
中
、

毎
日
購
入
可
能
で
、
抽
選
日
は
月

曜
・
木
曜
日
で
す
。

 

「
突
然
『
会
員
に
な
れ
ば
「
ロ
ト

６
」
の
当
選
番
号
を
事
前
に
教
え

る
。
当
選
番
号
を
言
う
か
ら
、
明

日
の
新
聞
で
確
認
し
て
み
て
』
と

電
話
が
あ
っ
た
。
翌
日
の
新
聞
で

確
認
す
る
と
当
た
っ
て
い
た
の
で

す
っ
か
り
信
用
し
、
会
員
に
な
る

た
め
に
、
高
額
な
情
報
料
や
預
託

金
を
支
払
わ
せ
ら
れ
た
」
と
い
う

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
抽

選
は
午
後
６
時
45
分
か
ら
行
わ
れ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
生
中
継
さ

れ
ま
す
。
抽
選
の
結
果
が
翌
日
の

新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
ま
で
の
時
間

差
を
利
用
し
、
消
費
者
を
だ
ま
す

と
い
う
手
口
で
す
。
抽
選
は
公
正

に
行
わ
れ
て
お
り
、
抽
選
結
果
が

事
前
に
分
か
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。

　
う
ま
い
話
に
は
乗
ら
な
い
こ
と
で

す
。
困
っ
た
時
は
す
ぐ
に
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。　

問東北公益文科大学広報担当 ☎41-1117問市消費生活センター ☎26-5761
　（市役所1階まちづくり推進課内）

問市政策推進課政策推進係 ☎26-5704

問中央図書館　☎24-2996
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全日本大学女子サッカー選手権に出られるまで
高橋 岬（3年）

　
鎌
倉
幕
府
の
成
立
と
と
も
に
武

士
が
政
治
の
中
枢
を
担
う
時
代
が

本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　
地
方
に
お
い
て
も
武
士
が
歴
史

の
表
舞
台
に
登
場
し
、
こ
の
辺
り

で
も
戦
国
期
に
か
け
て
、
新
田
目

城
、
朝
日
山
城
、
砂
越
城
、
東
禅

寺
城
、
大
宝
寺
城
、
尾
浦
城
な
ど

を
拠
点
に
、
有
力
者
た
ち
が
覇
を

競
っ
て
い
ま
し
た
。

　
砂
越
城
の
創
建
主
は
、
初
め
の

こ
ろ
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

鎌
倉
に
近
い
藤
沢
市
清し

ょ
う
じ
ょ
う浄

光こ
う

寺じ

の
時
宗
過
去
帳
に
「
羽
州
沙
越
」

氏
（
１
３
５
７
年
）
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
「
石
黒
家
記
」

に
よ
れ
ば
南
北
朝
時
代
末
に
畿
内

の
守
護
大
名 

赤
松
氏
ゆ
か
り
の

石
黒
氏
が
築
城
し
た
後
、
鎌
倉
武

士
が
来
て
石
黒
氏
を
追
い
、
砂
越

城
主
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
文
明
10
（
１
４
７
８
）
年
、
砂

越
氏う
じ
か
つ雄
は
、
室
町
幕
府
に
馬
二
匹

を
献
上
し
、
武
藤
氏
と
争
う
ほ
ど

に
な
り
ま
し
た
。

　
城
そ
の
も
の
は
最
上
川
を
防
御

線
と
し
て
利
用
し
た
東
西
約
７
０

０
㍍
、
南
北
約
４
５
０
㍍
の
長
方

形
の
平
城
で
、
家
臣
団
の
屋
敷
や

町
家
も
配
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ

ま
す
。

　

現
在
、
神
社
と
な
っ
て
い
る

曲く
る
わ輪

（
主
郭
、
本
丸
部
分
）
に
は

濠
と
土
塁
が
巡
り
、
正
面
入
口
と

な
る
南
虎こ
ぐ
ち口
は
土
塁
の
ラ
イ
ン
を

わ
ざ
と
外
し
た
食
い
違
い
虎
口
と

な
っ
て
い
ま
す
。
東
隣
の
寺
域
部

分
は
二
ノ
丸
と
考
え
ら
れ
、
同
じ

よ
う
に
濠
と
土
塁
が
巡
っ
て
い
た

よ
う
で
、
現
在
も
南
側
に
そ
の
一

部
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
耳
を
澄
ま
せ
ば
、
馬
の
い
な
な

き
、
甲か
っ
ち
ゅ
う冑
の
擦
れ
合
う
音
、
人
々

の
ざ
わ
め
き
が
数
百
年
の
時
間
を

超
え
て
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

8
 春

はるまちづき
待月のさんぽ 

監
修
／
小
野
寺 

雅
昭
氏

砂
越
城
を
行
く
。

｢

ロ
ト
６
の
当
選
番
号
を
教
え

ま
す｣

は
詐
欺
の
手
口
！

56

▲砂越城曲輪南側に残る土塁
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今月 は 市
内
企
業
の
優
れ
た
技
術
力
や
製
品
、

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

◆図書館の本はインターネットでも検索できます。ホームページのアドレスは、http://library.city.sakata.lg.jp/

問中央図書館　☎24-2996

vol.8工場長代理
加藤 淳さん

北日本オイル 株式会社

日
本
海
側
唯一の
国
産
原
油
精
製
工
場

　
石
油
化
学
製
品
の
原
料
と
な
る
原
油
の

ほ
と
ん
ど
は
海
外
で
採
掘
さ
れ
ま
す
が
、

庄
内
地
方
で
も
昭
和
16
年
ご
ろ
か
ら
本
格

的
な
採
掘
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
社
で

は
、
庄
内
町
余
目
地
区
の
油
田
か
ら
産
出

さ
れ
る
原
油
の
精
製
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
原
油
は
沸
点
の
違
う
炭
化
水
素
の
混
合

物
で
あ
る
た
め
、
用
途
に
合
わ
せ
各
成
分

に
分
離
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
比
重
が
軽
い
成
分
か
ら
順
次
蒸
発
す
る

性
質
を
利
用
し
、
加
熱
し
た
原
油
を
蒸
留

塔
内
へ
投
入
し
蒸
気
化
さ
せ
る
と
、
沸
点

の
低
い
順
に
上
部
か
ら
ナ
フ
サ
（
ガ
ソ
リ

ン
の
原
料
）、
灯
油
、
軽
油
、
重
油
の
順

で
各
層
へ
分
離
し
ま
す
。
そ
の
後
冷
却
し
、

再
び
液
体
に
な
っ
た
各
成
分
を
回
収
し
ま

す
。
上
の
写
真
の
よ
う
な
蒸
留
塔
が
あ
る

の
は
、
日
本
海
側
で
は
当
社
が
唯
一
で
す
。

廃
油
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
も
取
り
組
む

　
原
油
精
製
を
行
う
一
方
、
会
社
設
立
時

か
ら
車
の
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
や
工
作
機
械

の
潤
滑
油
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
回
収
し
た
廃
油
か

ら
金
属
く
ず
を
除
去
し
、
遠
心
分
離
機
で

水
分
を
脱
水
し
再
生
重
油
に
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
で
作
ら
れ
た
石
油
製
品
や
再
生
重

油
は
、
主
に
県
内
の
工
場
や
農
業
用
加
温

ハ
ウ
ス
の
燃
料
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　橘廉太郎と弦次郎は年子で同じ学年の高校
1年。バイオリンに賭けている弟・弦次郎と
違い、もう二度と楽器は弾かないと決めてい
た兄・廉太郎だったが、しつこくギター部に
誘われ…。音楽青春小説。

石
油
資
源
開
発
㈱
余
目
油
田
（
庄
内

町
余
目
）
の
様
子
。
地
下
１
千
㍍
か

ら
採
掘
さ
れ
た
原
油
を
、
当
社
で
精

製
し
て
い
ま
す
。

　クリスマスの朝、飛び起きてプレゼントを
見に行ったローランドは、がっかり。1年間
ずっと楽しみにしていたのに、プレゼントは
これまでで一番小さかったのです。ローラン
ドが「大きなプレゼントに変えてください」
と願うと…。

　シンプルな形での表現と、スマートな折り
の行程が特徴の、松野幸彦のおりがみ作品集。
お正月の飾りなどに使える、十二支の動物の
折り方をイラストで丁寧に解説。かぶとや収
納台など、十二支以外の作品も取り上げます。

レントゲン
風野潮／著　ぢゅん子／画

講談社

干支とかぶとを折る
松野幸彦／作　日本折紙協会／編

日本折紙協会

いちばんちいさなクリスマス
プレゼント

ピーター・レイノルズ／ぶん・え
なかがわちひろ／やく

主婦の友社

一
般
図
書

児
童
絵
本

中
高
生
向
け

左
よ
り
原
油
（
黒
色
）、
ナ
フ
サ
（
透

明
）、Ａ
重
油
（
黄
色
）、Ｂ
重
油
（
黒

色
）。
比
重
が
重
い
成
分
ほ
ど
色
が

濃
く
な
り
ま
す
。

酒田工場（下瀬）左より常圧蒸留塔、加熱炉

【企業の概要】
 沿　　革   昭和48年北日本オイルとして会社設立、工場を酒田市下瀬

に開設、昭和53年石油資源開発㈱の傘下になる、平成9年余
目事業所を開設、平成12年本社事務所を山居町に移転

 商　　号  北日本オイル株式会社 
 資 本 金  8,000万円
 住　　所  酒田市山居町二丁目14-5　☎24-0321
 代 表 者  代表取締役社長 青山 栄享
 従業員数  46人
 事業内容  国産原油の精製販売、再生油の製造販売など
 ホームページ  http://www.kitanihonoil.co.jp/index.html
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